
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

     

平成31年2月13日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

平成31年2月13日（水）午前9時30分～ 本庁舎3階会議室301 

２ 出席者 

収税課 滝口課長 

総務課 篠宮課長 

３ 件名 

平成31年度(2019年度)白井市行政組織の再編の変更(債権管理班)について 

４ 会議結果 

■ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・徴収一元化を先送りにするのか。  
⇒徴収一元化は平成 32 年度からの実施で変更はない。徴収一元化に向け

た検討を行う体制を債権管理班ではなく、現行の収税班とし、平成 31
年度に予定していた債権管理班の設置を平成 32 年度に先送りしたい。  

・債権管理条例を設置すると、税と同じように国税徴収法で処分できるの

か。  
⇒市税と同様に処分できる。  

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その１（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

現状・課題

目的

対応
方策

論点（決定を
要する事項）

部内会議や
関係課等と
の調整結果
（主な意見・
懸案事項）

■ □ □ □ （

平成 31 2 13

付議書（行政経営戦略会議）

無

部課名 総務部総務課・企画財政部収税課

平成３１年度（２０１９年度）白井市行政組織の再編の変更（債権管理班）について

　行政経営改革実施計画において、未収金の徴収体制を強化し、徴収率の向上を図
るため、未収金の徴収の一元化に取り組むこととしており、同計画に基づいて平成３０
年５月に「未収金の徴収一元化プロジェクトチーム」を設置し、平成３２年度からの徴収
一元化に向けた検討を行った。
　検討の結果、現在収税課で徴収の一部を担っている介護保険料、後期高齢者医療
保険料及び保育料に加え、新たに下水道使用料及び給食費の一部の徴収一元化を
図ること並びに債権管理班を設置することについて、関係課間で合意形成が図られ
た。これを踏まえて、昨年１１月第１回行政経営戦略会議で、平成３１年度に収税課内
に債権管理班を設置することが決定した。その後、収税課において、平成３１年度中に
債権管理班が検討すべき事項を整理したところ、以下のとおり多くの検討事項があるこ
とが判明した。
【平成３１年度に検討すべき事項】
①　一元管理する各債権と滞納管理システム間の連動可能性・連動方法
②　債権管理班で扱う債権の範囲（滞納金額）
③　①・②を踏まえた費用対効果の検証
④　徴収一元化開始後の収税班と債権管理班の業務分担
⑤　債権管理条例の研究

　平成３１年度に検討すべき上記事項については、債権管理班を設置する前
に収税班において検討した方が、現行業務との関連やノウハウの活用という点
でより現実的・効果的であることから、現行体制で平成３２年度からの徴収一元
化に向けた準備を進めることとしたい。

部分非 時限非付議書公表 公開

　上記目的を達成するため、債権管理班の設置年度を平成３１年度から平成３
２年度に変更する。なお、徴収一元化は予定どおり平成３２年度から実施する。

債権管理班の設置年度の変更について

【企画財政部　部内会議】
・定員管理指針と実職員数とのかい離に注意すること。
・新たに一元管理を行おうとする債権（下水道使用料・給食費）の徴収増見込みとシス
テム改修等の費用対効果を十分に検証すること。ただし、その際、公平性の確保につ
いても考慮する必要がある。
・下水道料金の徴収は、現在外部委託しているので、委託先との協議が必要である。
また、市内県営水道供給区域における上下水道料金徴収業務の一元化の動きがある
ので、担当部署と綿密な調整を図る必要がある。
・給食費の滞納額と費用を考慮した場合、メリットはあるのか。
・債権管理条例の制定により公債権として一元化することで、複数債権の一括処理が
可能となる。

・平成３１年３月　議員全員協議会で報告
※債権管理班の設置については、平成３０年１１月の議員全員協議会で報告済み

項目 有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

条例規則

付議事案

スケジュール

市民参加 無

まで）

議会説明 有 議員全員協議会（Ｈ３１.３月） 広報・ＨＰ等 無

報道発表 無

非公開

参考情報

関係法令等

関係課
事業費 0 千円 （うち特定財源 千円）







平成３０年１１月第１回行政経営戦略会議　資料抜粋
「平成31年度(2019年度)白井市行政組織の再編について」


